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古
典
中
國
に
お
け
る
文
學
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
清
々
し
い
ま
で

に
眞
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
書
。
し
か
も
そ
の
叙
述
方
法
は
な
か
な

か
戦
略
的
で
あ
る
。

　

ま
ず
全
體
の
構
成
が
組
織
立
て
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
第
一
部

「
繼
承
と
變
容
」、
第
二
部
「
言
說
の
系
譜
」
と
い
う
二
部
構
成
。

第
一
部
で
は
、
文
學
理
論
・
批
評
に
關
す
る
基
本
的
情
報
が
そ
の
歷

史
的
展
開
を
逐
っ
て
槪
述
さ
れ
る
。
三
章
か
ら
な
り
、
第
二
章
の

『
文
心
雕
龍
』『
詩
品
』
を
中
心
に
す
え
、
そ
れ
以
前
と
以
後
と
い

う
構
成
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
第
二
部
で
は
、
理

論
・
批
評
を
め
ぐ
る
樣
々
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
示
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
は

四
つ
の
章
か
ら
な
り
、
文
學
論
の
形
式
や
媒
體
、
文
學
と
文
學
論
の

關
係
、
言
語
表
現
の
可
能
性
、
古
典
文
學
の
終
焉
に
つ
い
て
な
ど
、

多
角
的
な
視
點
か
ら
文
學
と
文
學
論
に
關
す
る
問
題
が
提
示
さ
れ
る
。

中
國
の
文
學
理
論
・
批
評
に
關
す
る
情
報
が
、
縱
軸
と
橫
軸
が
織
り

な
す
網
の
目
の
な
か
に
文
字
通
り
網
羅
さ
れ
る
と
い
う
構
成
だ
。

　

理
論
・
批
評
へ
の
言
及
が
自
ず
と
中
心
で
は
あ
る
が
、
各
時
代
を

代
表
す
る
作
者
や
實
作
へ
の
配
慮
も
備
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
主
旨
で
あ
る
文
学
思
潮
の
歷
史
的
展
開
を
示

す
こ
と
を
實
現
し
な
が
ら
、
文
學
そ
の
も
の
の
歷
史
に
つ
い
て
も
、

お
お
よ
そ
の
情
報
が
讀
者
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。

　

全
體
の
構
成
へ
の
配
慮
と
と
も
に
、
細
部
に
も
相
當
の
意
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
冒
頭
の
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
ま
ず
敦
煌

寫
本
『
文
心
雕
龍
』
の
「
徵
聖
」
篇
の
圖
版
が
示
さ
れ
る
。
文
彩
を

と
も
な
う
言
語
表
現
に
よ
っ
て
聖
賢
の
敎
え
が
今
に
傳
わ
っ
た
と
述

べ
る
「
徵
聖
」
篇
の
内
容
か
ら
、
道
德
や
倫
理
と
い
っ
た
儒
敎
的
價

値
觀
と
切
り
離
せ
な
い
中
國
の
文
學
論
の
本
源
的
特
質
を
示
す
。
一

方
、
そ
の
同
じ
寫
本
の
餘
白
に
書
き
込
ま
れ
た
落
書
き
め
い
た
手
習

書　

評

永
田
知
之
著

『
理
論
と
批
評
─
古
典
中
國
の
文
學
思
潮
』

和　

 

田　

 

英　

 

信

お
茶
の
水
女
子
大
學
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い
の
跡
に
目
を
留
め
、
こ
う
し
た
理
念
に
發
す
る
言
說
の
す
ぐ
傍
ら

に
、
き
わ
め
て
實
用
的
な
技
法
論
が
存
在
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
中

國
の
文
學
理
論
の
二
面
性
が
述
べ
ら
れ
る
。
圖
版
に
よ
っ
て
視
覺
に

訴
え
つ
つ
、
中
國
の
文
學
論
の
中
心
に
切
り
込
む
。

　

ま
た
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
本
書
に
用
い
る
「
理
論
」
と
「
批

評
」
を
初
め
、
用
語
等
が
明
確
に
定
義
さ
れ
る
。「〈
文
學
〉
を
め
ぐ

る
、
個
別
の
作
品
や
書
き
手
に
必
ず
し
も
對
象
を
限
ら
な
い
諸
言
說

を
〈
理
論
〉
と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
」。
そ
し
て
、「〈
理
論
〉
に
よ
る

價
値
基
準
を
用
い
て
、
あ
る
作
品
・
作
者
・
流
派
な
ど
の
ど
の
點
が
、

い
か
な
る
意
味
で
優
れ
る
（
ま
た
は
劣
る
）
の
か
、
そ
れ
を
斷
じ
る

こ
と
が
〈
批
評
〉
と
考
え
ら
れ
よ
う
」。
こ
の
「
理
論
」
と
「
批

評
」
を
一
括
す
る
呼
稱
と
し
て
「
思
潮
」
が
と
ら
れ
る
。

　

つ
い
で
、「
理
論
」
と
「
批
評
」
を
考
察
す
る
材
料
を
ど
の
よ
う

に
見
い
だ
す
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。
著
者
は
、
程
千
帆
「
古
典
詩
歌

描
寫
與
結
構
中
的
一
與
多
」
を
踏
ま
え
、
そ
の
手
立
て
に
「
二
つ
の

道
筋
」
が
あ
る
と
す
る
。
一
つ
は
『
文
心
雕
龍
』
な
ど
の
理
論
・
批

評
を
主
題
と
す
る
文
獻
・
作
品
を
考
察
す
る
「
古
代
的
文
學
理
論
」

の
硏
究
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
實
作
の
檢
討
な
ど
を
通
し
て
文
學
性
の

あ
り
か
た
を
考
察
す
る
「
古
代
文
學
的
理
論
」
の
硏
究
。
本
書
の
論

述
は
も
ち
ろ
ん
前
者
が
中
心
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
理

論
・
批
評
が
個
別
の
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か

に
注
意
し
た
と
い
う
。

　

時
閒
的
射
程
と
し
て
は
、
古
典
中
國
語
（
日
本
で
い
う
「
漢
文
」）

が
書
き
言
葉
の
規
範
と
さ
れ
た
二
十
世
紀
前
期
ま
で
と
い
う
意
味
を

「
古
典
中
國
」
と
い
う
語
に
擔
わ
せ
る
。
か
く
て
本
書
の
タ
イ
ト
ル

『
理
論
と
批
評
─
古
典
中
國
の
文
學
思
潮
』
が
確
定
す
る
。
書
名
に

卽
し
て
用
語
の
定
義
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
課
題

は
き
わ
め
て
明
確
と
な
る
。

　

著
者
に
は
、
す
で
に
『
唐
代
の
文
學
理
論
─
「
復
古
」
と
「
創

新
」』（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
り
、
文
學
思
潮

の
中
に
お
け
る
陳
子
昂
像
の
變
遷
、
皎
然
『
詩
式
』、『
吟
窗
雜
錄
』

等
が
中
心
的
な
課
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
著
者
の
先

銳
な
問
題
意
識
に
基
づ
く
個
別
硏
究
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
書

は
文
論
を
め
ぐ
る
硏
究
領
域
の
全
體
像
を
包
括
す
る
も
の
で
、
二
つ

の
著
述
は
重
な
る
部
分
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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本
書
は
京
大
人
文
硏
東
方
學
叢
書
の
一
册
で
あ
り
、「
硏
究
成
果

を
一
般
に
わ
か
り
や
す
く
還
元
す
る
こ
と
を
」
目
的
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
も
の
。
こ
う
し
た
一
般
讀
者
層
を
意
識
し
た
配
慮
も
十
分
に
な

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
引
用
文
は
す
べ
て
現
代
語
譯
で
示
さ
れ
、

人
名
や
事
項
を
擧
げ
る
際
、
そ
れ
が
他
の
項
目
に
見
え
る
場
合
に
は

努
め
て
そ
れ
を
注
記
す
る
。
項
目
閒
の
敍
述
に
つ
な
が
り
を
持
た
せ
、

見
慣
れ
な
い
語
に
違
和
感
を
覺
え
な
い
よ
う
に
と
の
用
意
で
あ
ろ
う
。

作
品
の
實
例
を
擧
げ
る
際
に
も
、
既
述
事
項
に
關
連
の
あ
る
も
の
を

引
く
よ
う
に
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
幅
廣
い
讀
者
を
對
象
と

し
た
著
述
は
、
情
報
の
選
擇
や
敍
述
の
方
法
に
關
し
て
、
む
つ
か
し

い
舵
取
り
を
求
め
ら
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
著
者
は
そ
れ
を
見
事
に

こ
な
し
て
い
る
。

　

目
次
は
以
下
の
通
り
。
本
書
の
目
次
に
は
示
さ
れ
な
い
が
、
本
文

中
に
ゴ
チ
ッ
ク
で
置
か
れ
る
見
出
し
を
こ
こ
で
は
括
弧
内
に
示
し
て

お
く
。

第
一
部　

繼
承
と
變
容

第
一
章　

文
學
論
の
興
起

　

第
一
節　
「
文
學
」
の
萠
芽
（「
文
學
」
以
前
、「
詩
言
志
」
說
）

　

第
二
節　

解
釋
の
可
能
性
（「
以
意
逆
志
」「
知
人
論
世
」、
發
憤
著

書
）

　

第
三
節　

文
學
獨
自
の
理
論
の
發
生
（
文
學
自
覺
の
時
代
、
文
學
論

が
多
樣
化
し
た
背
景
）

第
二
章　

文
學
論
の
發
展

　

第
一
節　
『
文
心
雕
龍
』
の
體
系
性
（『
文
心
雕
龍
』
前
半
部
の
槪
略
、

『
文
心
雕
龍
』
後
半
部
の
槪
略
）

　

第
二
節　
『
詩
品
』
の
詩
歌
批
評
（『
詩
品
』
の
槪
略
、『
詩
品
』
の
批

評
法
）

　

第
三
節　

文
學
理
論
・
批
評
書
登
場
の
背
景
（
既
存
の
文
學
作
品
・

文
學
論
か
ら
の
影
響
、「
文
學
自
覺
の
時
代
」
が
行
き
つ
い
た
場
所
）

第
三
章　

文
學
論
の
展
開

　

第
一
節　

唐
代
（
傳
統
の
繼
承
と
變
容
、
古
え
の
道
、
諷
喩
・
閑
適
と

中
隱
）

　

第
二
節　

宋
代
（
殆
ど
窮
す
る
者
に
し
て
後
工
み
也
、「
載
道
」
說
、

夫
れ
詩
に
は
別
材
有
り
）

　

第
三
節　

元
代
（
新
し
い
文
體
と
そ
の
理
論
化
、
居
と
遇
）
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第
四
節　

明
代
（
古
文
辭
と
そ
の
波
紋
、
眞
詩
）

　

第
五
節　

淸
代
（
義
理
・
考
據
・
詞
章
、
神
韻
・
格
調
・
性
靈
）

第
二
部　

言
說
の
系
譜

第
四
章　

文
學
論
の
媒
體

　

第
一
節　

文
學
を
論
じ
る
樣
式
（
體
系
的
な
理
論
の
乏
し
さ
、
文
學

思
潮
を
知
る
材
料
）

　

第
二
節　

選
集
（
選
集
か
ら
知
る
文
學
觀
、
理
論
の
媒
體
と
し
て
の
選

集
）

　

第
三
節　

摘
句
（
摘
句
と
秀
句
集
、
摘
句
の
限
界
）

　

第
四
節　

詩
格
（
作
詩
の
手
引
き
、
詩
格
の
特
徵
と
「
死
法
」
へ
の
批

判
）

　

第
五
節　

論
詩
詩
（「
戲
れ
に
爲
る　

六
絕
句
」、
詩
で
詩
を
論
じ
る
こ

と
）

　

第
六
節　

詩
話
（
詩
話
の
登
場
と
題
材
、
詩
を
散
文
で
論
じ
る
こ
と
）

　

第
七
節　

評
點
（
評
と
點
、
評
點
が
普
及
し
た
要
因
）

　

第
八
節　

技
法
論
と
の
關
わ
り
（
媒
體
が
持
つ
方
向
性
、
樣
式
が
發

達
し
た
意
味
）

第
五
章　

文
學
論
の
占
め
る
位
置

　

第
一
節　

創
作
と
批
評
・
理
論
（
實
作
の
才
能
と
批
評
・
理
論
、
實

作
と
理
論
・
批
評
の
不
均
衡
）

　

第
二
節　

文
學
批
評
・
理
論
と
圖
書
分
類
（
獨
立
し
た
分
類
の
登
場

以
前
、「
文
史
」
の
登
場
、
學
術
の
領
域
と
し
て
の
定
着
）

　

第
三
節　
「
文
學
」
の
位
置
（「
士
」
に
お
け
る
「
文
學
」、「
士
」
に

「
文
學
」
が
缺
か
せ
な
い
理
由
）

　

第
四
節　

批
評
の
可
能
性
（
批
評
・
理
解
へ
の
疑
念
、「
作
詩
」
と

「
評
詩
」）

第
六
章　

言
葉
に
よ
る
表
現
の
可
能
性

　

第
一
節　

言
語
表
現
の
範
圍
（
言
は
意
を
盡
く
さ
ず
、
意
を
得
て
言

を
忘
る
）

　

第
二
節　

象
徵
化
と
言
語
（
言
・
象
・
意
、
辯
ぜ
ん
と
欲
し
て
言
を

忘
る
）

　

第
三
節　

言
葉
を
超
え
た
存
在
（
意
象
、
象
外
の
象
、
言
葉
の
力
）

第
七
章　

傳
統
の
總
括
を
め
ぐ
っ
て

　

第
一
節　

古
典
文
學
で
あ
る
こ
と
の
條
件
（
文
言
の
使
用
、「
古

え
」
へ
の
尊
重
、
傳
統
の
否
定
）

　

第
二
節　
「
古
典
」
と
「
近
代
」
の
閒
（
小
說
評
論
と
詞
話
、
一
代
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に
は
一
代
の
文
學
有
り
、「
文
學
」
は
「
死
」
ん
だ
の
か
）

　
　

參
考
文
獻
一
覽
／
あ
と
が
き

　
　

圖
版
出
典
一
覽
／
索
引

　

第
一
部
「
繼
承
と
變
容
」
で
は
、
文
學
思
潮
の
流
れ
を
槪
觀
す
る
。

　

第
一
章
「
文
學
論
の
興
起
」
の
第
一
節
「〈
文
學
〉
の
萠
芽
」
で

は
、
古
代
に
お
け
る
「
文
學
」
の
槪
念
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ま
ず

「
文
學
」
の
語
がliterature

の
譯
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
が
二
十
世
紀
以
降
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
古
代
に
あ
っ
て
は

現
在
のliterature

に
相
當
す
る
「
文
」「
文
學
」
の
槪
念
が
希
薄

で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
次
に
「
文
學
」
に
相
當
す
る
最
古
の
テ

ク
ス
ト
と
し
て
『
詩
經
』
の
存
在
を
指
摘
し
、
鄭
風
の
「
將
仲
子
」

と
「
褰
裳
」
の
二
篇
を
引
く
。
ま
た
、『
詩
經
』
大
序
の
一
節
「
詩

者
志
之
所
之
也
、
…
…
移
風
俗
」
や
『
書
經
』
舜
典
の
「
詩
言
志
、

…
…
律
和
聲
」（
い
ず
れ
も
本
書
で
は
現
代
語
譯
で
示
さ
れ
る
）
を
踏
ま

え
、
人
の
内
面
の
心
の
動
き
が
表
に
現
れ
る
と
こ
ろ
に
「
詩
」
発
生

の
契
機
を
認
め
る
考
え
方
に
言
及
し
、
こ
れ
を
「
詩
言
志
」
說
と
す

る
。
そ
し
て
「
將
仲
子
」
と
「
褰
裳
」
の
毛
傳
を
例
に
擧
げ
つ
つ
、

詩
の
解
釋
に
し
ば
し
ば
政
治
や
社
會
狀
況
な
ど
に
關
す
る
寓
意
を
介

在
さ
せ
る
一
方
、
男
女
の
戀
愛
感
情
を
讀
み
取
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ

る
こ
と
を
說
明
す
る
。
中
國
に
お
け
る
「
文
學
」
と
文
學
論
の
發
生

に
つ
い
て
、
必
要
な
情
報
・
事
項
が
適
確
に
紹
介
さ
れ
る
と
同
時
に
、

實
際
の
作
品
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
論
・
批
評
の
文
學
の
場
に

お
け
る
機
能
が
具
體
的
に
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
章
節
だ
け
で

は
な
く
本
書
全
體
の
特
色
と
い
え
る
。

　

な
お
こ
の
「
將
仲
子
」
と
「
褰
裳
」
は
、
本
書
の
中
で
は
こ
の
後

も
何
度
か
顏
を
見
せ
る
。
た
と
え
ば
第
三
章
第
二
節
「
宋
代
」
で
は
、

同
じ
詩
篇
を
用
い
て
朱
熹
『
詩
集
傳
』
に
お
け
る
『
詩
經
』
解
釋
の

轉
換
を
說
き
、
ま
た
第
四
節
「
明
代
」
に
お
い
て
は
、
馮
夢
龍
『
山

歌
』
を
紹
介
す
る
際
、
男
女
の
戀
愛
を
う
た
う
作
品
と
そ
れ
を
め
ぐ

る
解
釋
・
評
價
の
歷
史
的
變
遷
を
示
す
例
と
し
て
參
照
さ
れ
る
。
こ

こ
に
も
著
者
の
工
夫
・
配
慮
が
存
す
る
と
思
う
。

　

第
二
節
「
解
釋
の
可
能
性
」
で
は
、『
孟
子
』「
萬
章
」
上
の
一
節

を
引
き
つ
つ
、
読
者
は
自
己
の
考
え
を
も
と
に
作
者
の
思
い
を
推
し

量
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
「
以
意
逆
志
」
の
考
え
と
、
書
き
手
に

關
す
る
情
報
と
そ
の
時
代
背
景
を
知
る
こ
と
に
よ
り
作
品
の
正
確
な
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解
釋
は
可
能
と
す
る
「
知
人
論
世
」（『
孟
子
』「
萬
章
」
下
）
の
考
え

方
が
芽
生
え
た
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
作
り
手
の
側
の
著
作
の
動

機
・
契
機
と
し
て
「
發
憤
著
書
」
說
が
說
か
れ
る
が
、
司
馬
遷
の
擧

げ
る
著
述
が
、
經
書
・
諸
子
・
史
書
で
あ
り
、
古
典
中
國
に
お
け
る

文
學
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
點
に
注
意
す
る
。

　

一
方
、
漢
代
、「
文
學
」
の
領
域
の
獨
立
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
、『
漢
書
』
藝
文
志
（『
七
略
』）
に
お
け
る
詩
賦
略
の
存
在
に
目

を
と
め
て
語
る
。
そ
の
詩
賦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
作
品
の
多
く
を

辭
賦
が
占
め
る
こ
と
か
ら
、
例
と
し
て
「
離
騷
」
の
一
節
を
擧
げ
、

『
楚
辭
』
に
關
す
る
基
本
情
報
を
提
示
。
續
け
て
賈
誼
「
弔
屈
原

賦
」、
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
の
一
部
を
引
き
つ
つ
内
容
の
槪
要
を

說
き
、
辭
賦
の
表
現
の
特
色
に
も
言
及
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
漢
代

の
辭
賦
の
雕
琢
へ
の
過
度
の
志
向
、
結
果
と
し
て
の
美
文
の
盛
行
が
、

次
の
時
代
の
文
學
論
を
用
意
し
た
と
い
う
。

　

第
三
節
「
文
學
獨
自
の
理
論
の
發
生
」、
時
代
は
降
っ
て
後
漢
も

滅
び
、
三
國
・
魏
と
な
る
。
こ
こ
で
は
曹
丕
「
典
論
・
論
文
」（「
文

章
は
經
國
の
大
業
、
不
朽
の
盛
事
」）
の
出
現
の
意
義
が
中
心
に
說
か
れ

る
。
文
學
の
價
値
が
高
ら
か
に
宣
言
さ
れ
る
、
そ
の
背
景
を
曹
植

「
公
讌
詩
」
も
引
い
て
確
認
す
る
。
一
つ
に
は
五
言
詩
の
定
立
・
發

展
、
文
學
に
參
與
す
る
者
の
地
位
の
向
上
、
集
團
に
よ
る
創
作
が
批

評
の
生
ま
れ
る
土
壤
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
「
支
那
の
文
學
上
の

自
覺
時
代
」（
鈴
木
虎
雄
『
支
那
詩
論
史
』）、「
文
學
的
自
覺
時
代
」

（
魯
迅
「
魏
晉
風
度
及
文
章
與
藥
及
酒
之
關
係
」）
と
稱
さ
れ
る
基
礎
と

な
る
、
と
い
う
。

　

本
節
で
は
他
に
西
晉
・
陸
機
「
文
賦
」
に
言
及
す
る
。
そ
の
「
詩

は
情
に
緣
り
て
綺
靡
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
詩
言

志
」
說
の
枠
内
に
あ
る
と
す
る
考
え
と
、
感
情
の
表
出
と
表
現
へ
の

志
向
を
表
す
と
す
る
考
え
（
い
わ
ゆ
る
「（
詩
）
緣
情
」
說
）
の
間
の
解

釋
の
搖
ら
ぎ
を
示
し
つ
つ
、
そ
こ
に
文
學
表
現
に
對
す
る
思
考
の
多

樣
化
の
一
斑
を
見
い
だ
す
。
さ
ら
に
か
か
る
多
樣
化
の
背
景
と
し
て
、

爭
亂
が
續
き
社
會
が
不
安
定
と
な
っ
て
、
儒
家
の
價
値
觀
に
基
づ
く

道
德
・
倫
理
を
振
り
か
ざ
す
だ
け
で
は
秩
序
が
維
持
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
、
そ
こ
に
「
道
德
の
思
想
を
鼓
吹
す
る
手
段
」
か
ら
離
れ
て

「
文
學
は
其
れ
自
身
に
價
値
を
有
す
る
も
の
な
り
と
の
思
想
」（
鈴

木
）
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
芽
生
え
た
こ
と
を
述
べ
る
。

　

本
節
も
ま
た
他
の
章
節
と
同
樣
に
行
き
屆
い
た
論
述
で
あ
る
と
思
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う
。
あ
え
て
希
望
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
の
大
き
な
問
題
と

し
て
「
作
者
」
の
成
立
、
あ
る
い
は
「
作
品
」
に
お
け
る
「
作
者
」

の
署
名
に
關
す
る
著
者
の
考
え
を
讀
み
た
か
っ
た
。
本
書
に
も
「
曹

植
や
曹
丕
、
彼
ら
を
め
ぐ
る
知
識
人
が
名
前
を
明
示
し
て
五
言
詩
を

盛
ん
に
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
例
の
な
い
事
態
で
あ
っ
た
」
と
あ

る
が
、
詩
型
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
を
說
く
中
に
や
や
埋
沒
し

て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
問
題
は
、
表
現
の
場
に
お
け
る
詩
の
位

置
づ
け
の
大
き
な
轉
換
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
文
學
の
自

覺
」
と
も
大
き
な
關
わ
り
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
章
「
文
學
論
の
發
展
」
は
、
い
よ
い
よ
中
國
の
文
論
史
の
畫

期
を
な
す
著
述
、『
文
心
雕
龍
』
と
『
詩
品
』
を
取
り
上
げ
る
。
第

一
節
は
「『
文
心
雕
龍
』
の
體
系
性
」。
ま
ず
は
『
文
心
雕
龍
』
全
書

の
構
成
に
つ
い
て
。
十
卷
五
十
篇
が
二
十
五
篇
ず
つ
前
後
に
二
分
さ

れ
る
こ
と
、
前
半
の
冒
頭
五
篇
（「
原
道
」「
徵
聖
」「
宗
經
」「
正
緯
」

「
辨
騷
」）
が
文
學
原
論
で
、
の
こ
る
二
十
篇
が
文
體
・
ジ
ャ
ン
ル
論
、

う
ち
前
の
十
篇
が
押
韻
す
る
文
體
、
後
の
十
篇
が
押
韻
し
な
い
文
體

で
あ
る
こ
と
、
が
示
さ
れ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
前
半
冒

頭
の
五
篇
の
内
容
を
踏
ま
え
た
う
え
、
ジ
ャ
ン
ル
論
の
う
ち
明
詩
篇

に
紙
幅
を
費
や
す
。
こ
れ
が
「
古
典
に
お
け
る
定
義
・
語
源
か
ら
す

る
考
察
」「
代
表
的
な
作
者
・
作
品
を
評
し
た
上
で
の
ジ
ャ
ン
ル
の

歷
史
に
關
す
る
回
顧
」「
以
上
の
考
察
を
通
し
た
總
括
、
創
作
法
の

要
諦
」
と
い
う
三
段
構
成
を
と
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
こ
う
し
た

構
成
が
さ
ま
ざ
ま
な
文
體
を
語
る
他
の
各
篇
に
共
通
す
る
こ
と
を
述

べ
る
。
ま
た
、
文
學
に
お
け
る
諸
問
題
を
論
じ
る
後
半
二
十
五
篇
も
、

そ
の
多
く
の
篇
で
「
課
題
の
提
起
、
槪
念
の
定
義
」「
歷
代
の
關
連

す
る
事
象
」「
問
題
の
解
決
法
、
理
想
的
な
在
り
方
へ
の
論
及
」
と

い
う
共
通
す
る
三
段
構
成
を
と
る
と
い
う
。
以
下
、
文
學
に
關
す
る

諸
問
題
を
論
じ
る
「
神
思
」「
體
性
」「
風
骨
」「
通
變
」「
定
勢
」

「
情
采
」「
鎔
裁
」「
聲
律
」「
章
句
」「
麗
辭
」「
比
興
」「
夸
飾
」

「
事
類
」「
練
字
」「
隱
秀
」「
指
瑕
」「
養
氣
」「
附
會
」「
總
術
」

「
時
序
」「
物
色
」「
才
略
」「
知
音
」「
程
器
」「
序
志
」
の
一
つ
一

つ
に
つ
い
て
、
そ
の
梗
槪
が
示
さ
れ
る
。

　

『
詩
品
』
に
つ
い
て
も
『
文
心
雕
龍
』
と
同
樣
、
そ
の
構
造
に
着

目
す
る
。
ま
ず
は
詩
人
に
對
す
る
評
價
が
「
上
品
」「
中
品
」「
下

品
」
の
三
段
階
に
評
價
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
人

の
品
評
の
構
成
が
、「
源
流
と
な
る
作
品
・
詩
人
の
提
示
」「
詩
風
の
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批
評
」「
詩
句
の
摘
錄
」「
總
括
め
い
た
評
語
」
か
ら
な
る
こ
と
を
い

う
。
そ
し
て
そ
の
具
體
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
の
が
、「
中
品
」
の

陶
淵
明
。
こ
こ
で
陶
淵
明
が
選
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
著
者
の

工
夫
が
う
か
が
わ
れ
る
。「
中
品
」
と
い
う
陶
淵
明
に
對
す
る
評
價

が
、
當
時
の
一
般
的
な
そ
れ
に
引
き
比
べ
て
相
當
高
く
、
き
わ
め
て

先
驅
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
前
提
と
し
て
當
時
（
す
な
わ

ち
南
朝
後
期
）
の
文
學
の
場
が
、
貴
族
の
子
弟
に
と
っ
て
有
利
な
環

境
で
あ
り
、
往
々
に
し
て
修
辭
過
剩
の
傾
向
が
强
か
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
は
そ
う
し
た
風
潮
に
對
し
て
鍾
嶸
が
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
述
べ
る
。
陶
淵
明
と
い
う
一
般
に
も
よ
く
知
ら
さ
れ
た
詩
人
を

取
り
上
げ
つ
つ
、
當
時
の
文
學
環
境
、
陶
淵
明
評
價
、
著
者
鍾
嶸
の

文
學
觀
な
ど
を
同
時
に
語
る
わ
け
で
あ
る
。

　

次
の
節
「『
詩
品
』
の
批
評
法
」
で
は
さ
ら
に
細
か
く
批
評
方
法

の
特
質
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
詩
人
の
源
流
が
「
國
風
」
に

發
す
る
も
の
と
『
楚
辭
』
に
發
す
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
分
け
ら
れ

る
こ
と
、
鍾
嶸
は
「
國
風
」
に
詩
の
理
想
を
認
め
る
一
方
、『
楚

辭
』
の
流
れ
を
汲
む
と
さ
れ
る
詩
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
修
辭
へ
の

傾
斜
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
詩

人
の
詩
風
形
成
に
歷
史
的
な
流
れ
を
み
る
こ
う
し
た
發
想
を
、
本
書

は
「
推
源
遡
流
」
と
稱
す
る
。

　

ま
た
『
詩
品
』
の
詩
評
の
も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
、
た
と
え
ば

謝
靈
運
に
つ
い
て
、「
ち
ょ
う
ど
靑
々
し
た
松
が
低
木
か
ら
拔
き
ん

出
て
、
白
い
玉
が
塵
や
砂
に
交
じ
っ
て
輝
く
よ
う
な
も
の
で
、（
繁

多
も
）
そ
の
氣
高
い
淸
ら
か
さ
を
減
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
比
喩
表
現
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
こ
と
を

述
べ
、
こ
れ
を
「
意
象
批
評
」
と
稱
す
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
批
評

方
法
が
、
の
ち
の
文
學
批
評
に
お
い
て
普
遍
的
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　

本
書
が
こ
の
よ
う
に
『
文
心
雕
龍
』
と
『
詩
品
』
に
紙
幅
を
割
く

の
は
、
そ
の
理
論
・
批
評
史
上
の
位
置
を
思
え
ば
ご
く
自
然
な
こ
と

で
は
あ
る
が
、
著
者
の
意
圖
を
も
う
少
し
推
し
量
る
な
ら
ば
、
た
と

え
ば
『
文
心
雕
龍
』
後
半
二
十
五
篇
の
内
容
を
各
篇
ご
と
に
紹
介
す

る
の
は
、
そ
の
構
成
面
で
の
體
系
性
を
見
る
と
同
時
に
、
こ
こ
に
古

典
中
國
に
お
け
る
文
學
理
論
面
で
の
問
題
意
識
が
網
羅
さ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
ろ
う
。
讀
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
文
學
を
め
ぐ
る
問
題
の
總

體
を
槪
觀
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
詩
品
』
に
つ
い
て
は
、
そ
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の
批
評
の
あ
り
方
が
發
想
・
方
法
の
兩
面
で
、
こ
れ
以
降
の
批
評
著

作
の
典
型
を
な
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
讀
者
は
中
國
文

論
を
代
表
す
る
著
作
に
つ
い
て
、
的
確
な
要
約
に
よ
っ
て
そ
の
槪
要

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
節
は
節
の
題
目
の
通
り
、「
文
學
理
論
・
批
評
書
登
場
の
背

景
」
に
つ
い
て
。
相
當
數
の
文
學
者
の
輩
出
、
作
品
の
量
的
蓄
積
が

こ
う
し
た
理
論
・
批
評
形
成
の
土
壤
と
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
『
文
心

雕
龍
』『
詩
品
』
以
前
に
理
論
・
批
評
に
關
わ
る
論
著
が
少
な
か
ら

ず
作
ら
れ
、
兩
書
に
影
響
を
與
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。
た
と
え
ば

『
文
心
雕
龍
』
が
多
く
の
紙
幅
を
割
く
文
體
論
に
は
、「
典
論
・
論

文
」「
文
賦
」
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
兩
書
に

お
け
る
「
氣
」
の
重
視
に
つ
い
て
は
、
そ
の
先
驅
と
し
て
曹
丕
の
文

章
に
し
ば
し
ば
見
え
る
「
氣
」
へ
の
言
及
を
指
摘
す
る
。
一
方
当
時

の
既
存
の
思
潮
、
た
と
え
ば
典
故
の
多
用
、
音
韻
の
洗
練
の
過
剩
な

重
視
へ
の
反
發
が
、
鍾
嶸
の
著
述
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
に
も
注
意

を
喚
起
す
る
。

　

以
下
、
本
書
で
は
『
文
心
雕
龍
』
本
文
そ
の
も
の
に
お
け
る
緻
密

な
對
偶
表
現
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
音
調
面
の
配
慮
を
具
體
的
に
示

す
。
こ
れ
ら
は
鍾
嶸
と
立
場
を
異
に
す
る
一
面
を
示
す
も
の
だ
が
、

同
時
に
劉
勰
に
も
當
時
の
文
學
を
め
ぐ
る
現
狀
へ
の
不
滿
が
あ
っ
た

こ
と
を
述
べ
る
。

　

『
文
心
雕
龍
』『
詩
品
』
以
降
を
語
る
第
三
章
「
文
學
論
の
展

開
」
は
、
節
を
五
つ
に
分
か
ち
、
唐
・
宋
・
元
・
明
・
淸
、
各
時
代

の
文
學
思
潮
を
見
て
い
く
。

　

第
一
節
「
唐
代
」
で
は
、
ま
ず
杜
甫
「
天
末
に
李
白
を
懷
う
」
詩

を
例
に
と
り
、
平
仄
・
押
韻
・
對
偶
な
ど
の
五
言
律
詩
の
決
ま
り
を

示
す
。
次
い
で
内
容
に
目
を
轉
じ
、
詩
に
お
け
る
典
故
活
用
の
具
體

例
を
擧
げ
る
。
と
く
に
そ
の
五
句
「
文
章
は
命
の
達
す
る
を
憎
む
」

に
目
を
と
め
て
、「
發
憤
著
書
」
や
「
賢
人
失
志
」
な
ど
、
文
學
者

の
命
運
を
語
る
こ
と
ば
と
そ
の
系
譜
に
言
及
す
る
。
一
篇
の
詩
を
材

料
に
、
唐
代
に
定
立
し
た
詩
の
韻
律
を
說
明
し
つ
つ
、
文
學
論
の
展

開
を
も
同
時
に
示
す
、
著
者
の
手
際
は
鮮
や
か
だ
。

　

續
い
て
は
中
唐
の
韓
愈
と
白
居
易
を
取
り
上
げ
、
前
者
の
古
文
復

興
運
動
、
後
者
の
諷
喩
・
閑
適
と
そ
の
思
想
的
背
景
を
な
す
兼
濟
・

獨
善
の
思
考
を
說
き
、
さ
ら
に
官
員
と
し
て
の
理
想
の
生
活
を
う
た

う
「
中
隱
」
に
言
及
す
る
。
ま
た
こ
こ
に
、
個
人
生
活
を
詩
に
う
た
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書
　
　
　
評

う
在
り
方
の
先
驅
と
そ
の
理
論
的
支
柱
を
指
摘
す
る
。

　

第
二
節
「
宋
代
」
は
、
歐
陽
脩
に
よ
る
科
擧
の
改
革
と
、
駢
文
か

ら
古
文
へ
と
い
う
表
現
の
中
核
を
な
す
文
體
の
變
化
、
そ
し
て
親
友

で
あ
る
梅
堯
臣
の
詩
と
運
命
に
寄
せ
た
こ
と
ば
「
殆
ど
窮
す
る
者
に

し
て
後
工
み
也
」
に
目
を
と
め
、
前
節
の
杜
甫
の
こ
と
ば
か
ら
の
繼

承
と
展
開
を
讀
み
取
る
。
こ
の
他
、
周
敦
頤
に
よ
る
「
載
道
說
」
の

興
起
、
朱
熹
に
よ
る
新
し
い
『
詩
經
』
學
、
と
く
に
寓
意
を
前
提
と

し
な
い
『
詩
經
』
解
釋
が
現
れ
た
こ
と
の
意
義
を
確
認
す
る
。

　

ま
た
嚴
羽
『
滄
浪
詩
話
』
の
、
詩
を
詩
た
ら
し
め
る
も
の
に
は

「
書
」
や
「
理
」
と
は
關
わ
ら
な
い
「
材
」
が
あ
る
と
い
う
主
張
に

觸
れ
る
。
そ
こ
で
は
過
去
の
文
論
、『
文
心
雕
龍
』
や
『
詩
品
』
の

思
想
と
の
關
連
、
あ
る
い
は
宋
代
の
文
壇
に
お
け
る
思
潮
趨
勢
（
具

體
的
に
は
江
西
詩
派
）
に
對
す
る
批
判
意
識
、
さ
ら
に
は
朱
熹
や
當
時

の
道
學
者
の
思
潮
と
の
關
わ
り
の
可
能
性
な
ど
に
も
目
を
配
る
。

　

第
三
節
「
元
代
」
で
は
、
文
學
表
現
の
樣
式
の
多
樣
化
に
言
及
。

詞
・
曲
な
ど
の
隆
盛
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ら
を
論
じ
る
著
述
が
生
ま

れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
他
、
陳
繹
曾
を
取
り
上
げ
、
作
者
の
身

を
置
く
環
境
と
そ
こ
に
生
み
出
さ
れ
る
文
學
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
、

「
居
」「
遇
」
と
い
う
語
に
着
目
す
る
。
さ
ら
に
陳
の
文
章
作
法
を

論
じ
た
著
述
『
文
筌
』
と
そ
の
朝
鮮
や
日
本
に
お
け
る
影
響
を
、
文

學
思
潮
の
國
際
的
な
傳
播
の
一
例
と
し
て
紹
介
す
る
。

　

第
四
節
「
明
代
」
で
は
、
高
棅
に
よ
る
唐
詩
四
分
說
（
初
唐
・
盛

唐
・
中
唐
・
晚
唐
）、
唐
詩
區
分
の
先
驅
と
な
る
嚴
羽
の
考
え
に
觸
れ

な
が
ら
、
唐
詩
と
宋
詩
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
、
そ
し
て
後
世
の
詩
人

た
ち
が
唐
宋
の
い
ず
れ
を
選
び
學
ぶ
の
か
と
い
う
問
題
が
述
べ
ら
れ

る
。
そ
の
な
か
で
、
よ
り
古
い
時
代
の
文
學
を
重
視
す
る
傾
向
が
詩

の
み
な
ら
ず
文
章
に
も
廣
が
り
、
明
代
中
期
以
降
、「
古
文
辭
」
の

考
え
が
浸
透
し
た
こ
と
、
そ
の
背
景
に
文
學
の
攜
わ
る
人
々
が
增
加

し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

ま
た
印
刷
の
盛
行
に
と
も
な
い
戲
曲
・
白
話
小
說
な
ど
も
刊
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
關
す
る
理
論
・
批
評
も
盛

ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
上
、
時
に
露
骨
な
性
愛
表
現
を
含
む

民
閒
の
歌
謠
に
ま
で
知
識
人
の
關
心
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
、
新
し
い

表
現
領
域
に
對
す
る
關
心
の
も
ち
よ
う
と
先
述
の
古
文
辭
へ
の
反
發

と
の
關
連
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
一
方
、
古
文
辭
派
の
一
人
李
夢

陽
が
民
閒
歌
謠
の
眞
率
な
表
現
に
關
心
と
共
感
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
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に
も
目
配
り
を
忘
れ
な
い
。
こ
う
し
た
事
象
も
含
め
て
、「
詩
言

志
」
說
や
「
載
道
」
說
か
ら
の
大
き
な
變
化
が
明
代
の
文
學
思
潮
を

覆
っ
て
い
た
こ
と
を
强
調
す
る
。
や
が
て
十
七
世
紀
に
入
る
と
古
文

辭
派
に
對
す
る
批
判
も
高
ま
り
、
公
安
派
・
竟
陵
派
が
現
れ
る
が
、

そ
の
一
人
袁
宏
道
の
句
「
當
代　

文
字
無
し
、
閭
巷
に
眞
詩
在
り
」

を
擧
げ
、
傳
統
士
大
夫
の
作
爲
的
表
現
を
免
れ
た
民
閒
の
眞
率
な
表

現
に
學
ぶ
姿
勢
を
そ
こ
に
見
る
。

　

第
五
節
「
淸
代
」。
朱
子
學
の
權
威
が
高
ま
り
、
體
制
維
持
に
ふ

さ
わ
し
い
儒
敎
倫
理
の
締
め
付
け
が
强
ま
っ
た
た
め
、
文
學
思
潮
も

傳
統
的
な
も
の
に
回
歸
。
詩
文
等
の
傳
統
的
な
文
學
と
戲
曲
・
白
話

小
說
な
ど
の
非
正
統
的
文
學
に
對
す
る
評
價
に
歷
然
と
し
た
格
差
の

現
れ
た
も
の
と
し
て
、『
四
庫
全
書
』
の
編
纂
を
取
り
上
げ
る
。
十

八
世
紀
以
降
、
文
章
の
流
派
と
し
て
大
き
な
力
を
も
っ
た
桐
城
派
に

つ
い
て
は
、
そ
の
主
た
る
指
導
者
の
一
人
姚
鼐
ら
の
、
思
想
（「
義

理
」）・
學
問
（「
考
證
」「
考
據
」）・
表
現
（「
文
章
」「
辭
章
」）
を
兼
ね

學
ぶ
べ
き
と
す
る
主
張
に
觸
れ
る
。

　

次
い
で
い
わ
ゆ
る
淸
代
の
三
詩
說
。「
神
韻
」
に
つ
い
て
は
、
主

唱
者
の
王
士
禛
の
餘
韻
と
朦
朧
た
る
詩
情
を
重
視
す
る
姿
勢
が
嚴
羽

『
滄
浪
詩
話
』
に
由
來
す
る
こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
書
」

「
學
」
を
否
定
す
る
嚴
羽
と
、
詩
語
・
典
故
の
洗
練
を
重
ん
じ
る
王

と
の
距
離
に
も
目
を
配
る
。「
格
調
」
の
沈
德
潛
に
つ
い
て
は
、
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
編
纂
や
批
評
を
通
じ
て
力
を
發
揮
し
た
こ
と
。「
性

靈
」
の
袁
枚
が
詩
の
擔
い
手
と
し
て
幅
廣
い
階
層
の
人
々
に
目
を
向

け
た
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
に
續
く
箇
所
、
小
說
・
戲
曲
と
い
っ
た
非
正
統
的

文
學
と
傳
統
詩
文
と
の
關
わ
り
を
め
ぐ
る
議
論
も
な
か
な
か
興
味
深

い
。
三
國
・
龐
統
を
弔
う
王
士
禛
の
詩
題
に
演
義
中
の
虛
構
の
地
名

が
見
え
る
こ
と
や
、
詩
に
『
牡
丹
亭
』
の
表
現
を
用
い
た
こ
と
を
非

難
す
る
王
應
奎
、
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
地
名
や
表
現
が
演
義
や
『
牡

丹
亭
』
以
前
に
見
え
る
こ
と
を
擧
げ
て
擁
護
す
る
張
宗
柟
。
ま
た
同

樣
の
事
例
と
し
て
、
崔
謨
や
何
焯
が
『
三
國
志
演
義
』
に
み
え
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
詩
文
の
典
故
に
用
い
た
こ
と
を
咎
め
る
袁
枚
『
隨
園
詩

話
』。
こ
う
し
た
傳
統
詩
文
の
枠
組
み
を
守
ろ
う
と
す
る
根
強
い
思

潮
と
、
雅
俗
の
混
交
の
浸
透
と
い
う
止
め
が
た
い
現
象
の
兩
面
に
目

を
と
め
て
、「
古
典
中
國
」
の
文
學
思
潮
の
流
れ
を
追
う
本
書
の
第

一
部
は
結
ば
れ
る
。
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評

　

以
下
、
第
二
部
「
言
說
の
系
譜
」
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
本
書

の
前
半
、
第
一
部
が
文
學
思
潮
の
歷
史
的
變
遷
を
先
秦
か
ら
淸
代
に

到
る
ま
で
槪
觀
す
る
の
に
對
し
、
第
二
部
「
言
說
の
系
譜
」
は
、
文

學
理
論
や
批
評
が
ど
の
よ
う
な
表
現
形
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
、

創
作
と
理
論
・
批
評
と
の
關
わ
り
、
言
語
表
現
の
可
能
性
、
そ
し
て

終
焉
を
迎
え
る
古
典
中
國
と
文
學
の
可
能
性
な
ど
、
文
學
思
潮
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
紹
介
さ
れ
、
筆
者
の
考
え
が
披
露
さ
れ
る
。

　

第
一
節
「
文
學
を
論
じ
る
樣
式
」
で
は
、
中
國
で
は
古
來
、
體
系

的
な
文
論
書
が
乏
し
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
そ
の
う
え
で

文
學
思
潮
を
讀
み
取
る
べ
き
テ
ク
ス
ト
に
は
多
様
な
形
式
が
存
し
た

こ
と
に
觸
れ
る
。
以
下
、
張
伯
偉
『
中
國
古
代
文
學
批
評
方
法
硏

究
』
に
基
づ
き
つ
つ
、「
選
集
（
張
氏
の
書
で
は
「
選
本
」）」「
摘
句
」

「
詩
格
」「
論
詩
詩
」「
詩
話
」「
評
點
」
と
い
う
文
學
理
論
・
批
評

を
入
れ
る
器
ご
と
に
、
文
学
思
潮
と
媒
體
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
論
じ

る
。

　

第
二
節
「
選
集
」
は
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
歷
史
と
そ
こ
に
見
ら
れ

る
文
學
思
潮
の
着
目
す
べ
き
點
に
つ
い
て
。
記
錄
に
名
の
見
え
る
最

古
の
も
の
と
し
て
西
晉
・
摯
虞
『（
文
章
）
流
別
集
』
を
取
り
上
げ
、

そ
の
編
纂
の
背
景
に
文
學
作
品
の
量
的
蓄
積
を
み
る
。
次
に
『
文

選
』
に
つ
い
て
は
、『
文
心
雕
龍
』
と
の
關
わ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
の
多

樣
化
、
作
品
配
列
に
見
ら
れ
る
文
體
に
對
す
る
評
價
、
そ
し
て
「
文

學
」
の
範
疇
を
め
ぐ
る
意
識
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
他
い
く
つ

か
の
選
集
を
擧
げ
つ
つ
、
そ
の
背
景
に
存
す
る
文
學
觀
と
の
關
わ
り

を
說
く
。
梁
・
徐
陵
『
玉
臺
新
詠
』
と
「
艷
詩
」
へ
の
嗜
好
、
明
・

李
攀
龍
『
古
今
詩
刪
』、『
唐
詩
選
』
と
古
文
辭
派
、
古
文
辭
派
に
反

發
し
た
竟
陵
派
と
『
古
詩
歸
』『
唐
詩
歸
』、
淸
代
で
は
王
士
禛
の

『
唐
賢
三
昧
集
』、
沈
德
潛
の
『
古
詩
源
』『
唐
詩
別
裁
集
』『
明
詩

別
裁
集
』『
國
朝
詩
別
裁
集
』、
姚
鼐
の
『
古
文
辭
類
纂
』
を
擧
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
編
者
の
文
學
觀
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
選
集
が
編
ま
れ

た
こ
と
を
い
う
。

　

作
品
選
擇
の
あ
り
方
に
編
者
の
文
學
觀
を
み
る
と
い
う
視
點
は
、

批
評
媒
體
と
し
て
の
選
集
に
對
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
最
も
穩

當
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
本
書
で
も
『
文
選
』
に
關
し
て
、
選
擇

さ
れ
る
文
體
の
分
量
と
配
列
に
着
目
し
、
ジ
ャ
ン
ル
の
位
置
づ
け
の

軽
重
に
言
及
す
る
が
、
こ
う
し
た
選
集
の
編
集
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

も
、
さ
ら
な
る
考
究
の
餘
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
南
宋
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の
詩
の
選
集
、
方
回
『
瀛
奎
律
髓
』
と
周
弼
『
三
體
詩
』
は
、
い
ず

れ
も
近
體
の
み
を
収
載
す
る
。
同
時
に
前
者
は
詩
の
主
題
に
よ
っ
て
、

後
者
は
詩
型
と
句
の
構
成
法
に
基
づ
い
て
收
載
作
品
を
分
類
し
配
列

す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
當
時
の
新
し
い
詩
の
享
受
者
層
の
需
要

に
應
じ
た
編
集
で
あ
ろ
う
。
何
を
選
ぶ
か
と
同
時
に
、
如
何
に
載
せ

る
か
に
つ
い
て
も
、
そ
の
選
集
の
生
ま
れ
た
文
學
環
境
の
あ
り
方
が

映
し
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

第
三
節
「
摘
句
」
は
、
文
學
表
現
の
一
部
を
拔
き
出
す
行
爲
。
當

該
表
現
へ
の
評
價
を
含
む
と
す
れ
ば
秀
句
・
佳
句
と
換
言
さ
れ
る
も

の
。
本
書
は
、『
南
齊
書
』「
文
學
傳
」
の
記
述
か
ら
南
朝
に
お
い
て

摘
句
に
よ
っ
て
文
學
者
を
評
價
し
た
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
に
言
及

し
、
續
く
唐
代
で
は
元
兢
『
古
今
詩
人
秀
句
』、
日
本
に
目
を
移
し

て
『
千
載
佳
句
』『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
を
擧
げ
る
。
ま
た
引
き
續

い
て
、
作
品
の
一
部
の
み
を
見
て
作
品
を
評
價
す
る
こ
と
へ
の
疑
問

の
存
し
た
こ
と
な
ど
、
摘
句
と
い
う
批
評
形
式
の
限
界
に
つ
い
て
も

述
べ
る
。

　

第
四
節
「
詩
格
」
は
、
聲
律
な
ど
を
含
め
た
詩
作
技
法
の
手
引
き

で
、
多
く
は
實
例
を
擧
げ
て
作
法
と
禁
忌
を
具
體
的
に
示
し
て
く
れ

る
。
こ
う
し
た
具
體
性
は
も
ち
ろ
ん
初
學
者
を
對
象
と
す
る
た
め
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
文
學
論
の
中
で
も
や
や
低
く
評
價
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
の
だ
が
、
本
書
は
詩
格
の
中
に
も
抽
象
的
な
理
論
が
見
い
だ
さ

れ
る
こ
と
に
注
意
す
る
。
た
と
え
ば
具
體
的
な
事
物
を
再
現
す
る

「
外
意
」
と
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
る
象
徵
的
な
意
味
「
内
意
」、
そ

の
「
外
意
」
と
「
内
意
」
が
そ
ろ
っ
て
詩
は
詩
た
り
う
る
と
い
う
一

節
を
『
金
鍼
詩
格
』『
續
金
鍼
詩
格
』
か
ら
引
き
、
後
世
の
詩
歌
論

に
相
應
の
影
響
を
與
え
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
い
さ
さ
か
窮
屈

な
ま
で
の
技
法
論
が
「
死
法
」
と
非
難
さ
れ
つ
つ
も
、
こ
う
し
た
具

體
的
な
詩
作
作
法
を
說
く
初
學
者
向
け
指
南
書
が
編
ま
れ
續
け
た
こ

と
を
述
べ
る
。

　

第
五
節
「
論
詩
詩
」
に
つ
い
て
は
、
杜
甫
「
戲
に
爲
る　

六
絕

句
」
に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
七
言
絕
句
に
よ
る
論
詩
詩
に
つ
い
て
。

杜
甫
の
作
の
ほ
か
、
金
・
元
好
問
の
「
論
詩
絕
句
三
十
首
」
を
擧
げ
、

詩
で
詩
を
論
じ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
。
張
伯
偉
氏
の
書
は
主
に

論
詩
詩
の
歷
史
的
變
遷
に
紙
幅
を
費
や
す
が
、
本
書
は
七
絕
と
い
う

容
量
の
小
さ
さ
、
お
よ
び
詩
が
そ
も
そ
も
持
つ
散
文
と
は
異
な
る
象

徵
性
に
目
を
と
め
、
そ
れ
ゆ
え
に
避
け
が
た
い
主
旨
の
曖
昧
さ
と
い
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書
　
　
　
評

う
批
評
媒
體
と
し
て
の
特
質
を
說
く
。
著
者
は
い
う
、「（
論
詩
詩

が
）
多
樣
な
解
釋
を
許
容
す
る
點
が
、
逆
に
好
ま
れ
た
可
能
性
が
想

像
さ
れ
る
。
元
來
が
象
徵
の
手
法
に
基
づ
く
詩
に
つ
い
て
論
じ
る
の

に
、
詩
以
上
に
適
切
な
形
式
は
な
い
と
い
う
考
え
も
成
り
立
つ
で
あ

ろ
う
。
杜
甫
と
王
士
禛
は
、
い
ず
れ
も
表
題
に
〈
戲
〉
の
文
字
が
見

え
る
論
詩
詩
を
著
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
詩
歌
を
論
じ
る
こ
と
へ
の

含
羞
や
謙
遜
と
同
時
に
、
言
葉
を
曖
昧
な
段
階
に
止
め
る
姿
勢
が
見

て
取
れ
る
。
斷
言
を
避
け
た
い
場
合
、
詩
は
格
好
の
表
現
樣
式
と
な

る
」。
論
詩
詩
と
い
う
批
評
の
方
法
を
と
る
、
そ
の
選
擇
の
機
微
に

關
す
る
著
者
の
こ
う
し
た
解
釋
は
と
て
も
興
味
深
い
。
創
作
と
批
評

を
同
時
に
擔
う
論
詩
詩
と
い
う
表
現
の
器
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
の
考
究
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
本
書
の
言
及
は
そ
の
端

緒
と
な
る
と
思
う
。

　

第
六
節
「
詩
話
」
で
は
、
歐
陽
脩
『
詩
話
』、
司
馬
光
『
續
詩

話
』
以
來
の
詩
話
隆
盛
の
流
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
詩
話
と
い
う
批
評

表
現
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
を
紹
介
す
る
。
隨
筆
（
散
文
）
で
詩
を

語
る
と
い
う
詩
話
の
本
質
的
性
格
に
根
ざ
し
て
、
し
ば
し
ば
事
實
と

詩
に
う
た
わ
れ
る
内
容
の
一
致
・
不
一
致
に
關
す
る
議
論
が
詩
話
に

見
ら
れ
る
こ
と
を
、
唐
・
張
繼
「
楓
橋
夜
泊
」
の
い
わ
ゆ
る
「
半
夜

鐘
」
を
め
ぐ
る
論
爭
を
取
り
上
げ
、
事
實
に
と
ら
わ
れ
て
詩
情
の
本

質
を
見
失
う
愚
を
說
い
た
明
・
胡
應
麟
（『
詩
藪
』）
や
淸
・
袁
枚

（『
隨
園
詩
話
』）
の
こ
と
ば
を
紹
介
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
詩
話
を

否
定
す
る
議
論
が
、
取
り
も
直
さ
ず
詩
話
の
中
に
お
い
て
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
、
詩
話
と
い
う
媒
體
が
生
み
出
し
た

文
學
思
潮
の
多
彩
さ
を
述
べ
る
。
な
お
「
半
夜
鐘
」
を
め
ぐ
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
本
書
が
參
考
文
獻
と
し
て
擧
げ
る
松
本
肇
「
半
夜

鐘
」（『
唐
宋
の
文
學
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
書
評
と
し
て
著
さ

れ
た
川
合
康
三
「〈
半
夜
鐘
〉
─
詩
觀
の
變
遷
─
」（『
中
國
文
學
報
』

六
二
、
二
〇
〇
一
年
）
の
考
察
が
参
考
に
な
る
。

　

第
七
節
「
評
點
」
で
は
、
南
宋
・
呂
祖
謙
『
古
文
關
鍵
』、
眞
德

秀
『
文
章
正
宗
』
な
ど
評
點
を
附
し
た
選
集
の
代
表
的
な
も
の
を
擧

げ
、
劉
辰
翁
が
評
點
を
附
し
た
『
唐
李
長
吉
歌
詩
』
を
例
と
し
て
そ

の
實
際
を
示
す
。
そ
の
う
え
で
、
作
品
の
背
景
や
字
義
・
語
義
・
典

故
な
ど
を
說
く
注
釋
に
對
し
、
自
由
な
見
解
や
讀
み
が
示
さ
れ
る
評

點
の
批
評
媒
體
と
し
て
の
可
能
性
に
觸
れ
る
。
ま
た
、
明
・
徐
師
曾

『
文
體
明
辯
』
に
評
點
の
方
法
（
圈
點
・
傍
線
な
ど
）
に
關
す
る
解
說
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が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
う
し
た
評
點
が
初
學
者
向
け
に
廣
く
浸

透
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
ま
た
評
點
が
實
際
の
作
品
に
付
さ

れ
る
も
の
と
い
う
特
性
上
、
必
ず
評
點
に
は
實
作
を
と
も
な
う
こ
と
、

す
な
わ
ち
作
品
の
享
受
の
際
に
讀
者
に
與
え
る
影
響
の
大
き
さ
に
つ

い
て
も
注
意
す
る
。

　

第
八
節
「
技
法
論
と
の
關
わ
り
」
は
第
四
章
の
ま
と
め
。
こ
こ
ま

で
見
て
き
た
樣
々
な
媒
體
・
樣
式
が
、
い
ず
れ
も
創
作
の
手
本
と
し

て
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
が
唐
宋
期
ま
で
に
成

立
し
た
背
景
を
考
え
る
。
技
法
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
理
由
と
し
て
は
、
詩
や
文
を
學
ぶ
對
象
と
す
る
意
識
が
知
識
人
に

共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
社
會
の
あ
り
方
の
變
化
に
よ
っ

て
創
作
に
攜
わ
る
人
々
が
增
加
し
た
こ
と
を
擧
げ
、
こ
れ
に
と
も
な

い
技
法
に
關
す
る
知
識
の
習
得
に
關
す
る
需
要
が
增
し
た
と
い
う
。

著
者
の
い
う
よ
う
に
、
文
學
論
の
需
要
を
支
え
た
人
々
が
と
り
も
な

お
さ
ず
書
き
手
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
古
典
中
國
の
文
學
の

場
の
大
き
な
特
質
で
あ
ろ
う
。

　

第
五
章
「
文
學
論
の
占
め
る
位
置
」
は
、
文
学
理
論
・
批
評
が
古

典
中
國
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
を
樣
々
な

角
度
・
視
點
か
ら
考
察
す
る
。

　

第
一
節
「
創
作
と
批
評
・
理
論
」
は
、
創
作
の
才
に
欠
け
る
者
が

よ
く
批
評
を
な
し
う
る
か
、
い
わ
ゆ
る
「
眼
高
手
低
」
を
め
ぐ
る
古

今
の
議
論
を
紹
介
す
る
。
後
世
の
人
々
か
ら
、
實
作
の
才
に
乏
し
く

そ
の
理
論
・
批
評
に
信
を
置
け
な
い
と
さ
れ
た
者
の
例
と
し
て
擧
げ

ら
れ
る
の
が
、『
文
心
雕
龍
』
の
劉
勰
、『
詩
品
』
の
鍾
嶸
、『
滄
浪

詩
話
』
の
嚴
羽
な
ど
、
い
ず
れ
も
中
國
の
數
少
な
い
體
系
的
な
理

論
・
批
評
の
書
の
著
者
な
の
は
興
味
深
い
。
本
書
が
こ
う
し
た
事
象

の
背
景
と
し
て
、
創
作
と
理
論
が
未
分
化
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
の
は
首
肯
さ
れ
る
。

　

こ
の
問
題
は
視
點
を
少
し
變
え
て
、
如
何
に
作
る
か
を
知
る
こ
と

と
そ
れ
を
實
踐
す
る
こ
と
、
ま
た
如
何
に
作
る
か
を
知
る
こ
と
と
そ

れ
を
こ
と
ば
に
す
る
こ
と
、
な
ど
と
い
っ
た
創
作
自
體
と
創
作
の
經

緯
・
機
微
を
言
語
化
す
る
こ
と
の
關
係
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
錢
鍾
書
『
管
錐
編
』「
全
晉
文
」

九
七
（「〝
知
〟
與
〝
能
〟」、
あ
る
い
は
「
知
而
能
行
與
知
而
能
言
」）
が
陸

機
「
文
賦
」
を
材
に
し
て
論
じ
て
お
り
、
考
究
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
。

ま
た
同
書
に
は
書
法
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
衞
夫
人
あ
る
い
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書
　
　
　
評

は
王
羲
之
の
語
と
傳
え
ら
れ
る
「
善
鑑
者
不
寫
、
善
寫
者
不
鑑
」
に

つ
い
て
の
言
及
（「
全
晉
文
」
二
六
）
も
あ
る
。

　

第
二
節
「
文
學
批
評
・
理
論
と
圖
書
分
類
」
は
、
書
籍
目
錄
に
お

け
る
位
置
づ
け
か
ら
、
理
論
・
批
評
に
對
す
る
認
識
を
見
よ
う
と
す

る
も
の
。
文
論
書
を
收
め
る
最
も
古
い
書
目
、『
隋
書
』
經
籍
志
で

は
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
附
錄
的
扱
い
で
總
集
の
中
に
便
宜
的
に
入
れ

ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
唐
・
吳
兢
の
自
家
藏
書
目
『
西
齋
書
目
』

（
散
逸
）
に
「
文
史
」
の
目
が
設
け
ら
れ
、
や
が
て
北
宋
の
『
崇
文

總
目
』（
お
よ
び
『
唐
書
』
藝
文
志
）
に
「
文
史
類
」
が
備
わ
り
、
書

籍
の
一
分
類
、
學
術
の
領
域
と
し
て
の
獨
立
性
を
し
だ
い
に
確
保
し

な
が
ら
、
傳
統
書
目
の
集
大
成
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
の
「
詩
文

評
類
」
に
到
る
。
こ
の
節
で
は
、
史
學
批
評
の
書
『
史
通
』
に
つ
い

て
の
書
目
上
で
の
歸
屬
に
つ
い
て
觸
れ
、
あ
わ
せ
て
「
文
史
」
の
語

の
意
味
に
つ
い
て
も
檢
討
を
加
え
る
。
著
者
は
、「
文
學
書
に
屬
す

る
が
實
作
で
は
な
い
『
文
心
雕
龍
』
な
ど
と
、
史
學
を
扱
う
が
歷
史

書
で
は
な
い
『
史
通
』」、
こ
れ
ら
の
「〈
文
〉
と
〈
史
〉
を
結
合
さ

せ
た
槪
念
で
兩
者
を
一
括
し
た
」
も
の
が
「
文
史
」
と
い
う
分
類
・

名
稱
の
由
來
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
（
一
九
七
頁
）。

　

こ
の
點
に
つ
い
て
は
、『
崇
文
總
目
』
で
は
『
史
通
』
が
「
文

史
」
で
は
な
く
、
史
部
・
雜
史
類
に
入
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
の

「
文
史
」
類
が
本
書
の
い
う
「
文
と
史
」
の
「
史
」
を
缺
い
て
い
る

こ
と
を
見
る
と
、
や
や
問
題
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
内
藤
湖
南

「
支
那
目
錄
學
」（「
唐
宋
間
に
於
け
る
子
目
の
變
化
」）
は
「
文
史
」
に

つ
い
て
、「
集
部
の
中
で
特
別
な
こ
と
は
、
新
唐
書
藝
文
志
・
崇
文

總
目
と
も
に
、
文
史
類
が
出
來
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
體
、
批

評
學
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
が
目
錄
の
最
後
の
部
類
を
占
め
、
殊
に
新

唐
書
藝
文
志
で
は
、
こ
れ
が
何
と
な
し
に
目
錄
學
の
結
論
の
や
う
な

形
を
な
し
て
ゐ
る
。
事
實
こ
の
種
類
の
本
に
、
別
錄
・
七
略
の
精
神

が
幾
分
殘
つ
て
ゐ
る
。
新
唐
書
藝
文
志
は
、
心
あ
つ
て
史
通
ま
で
も

こ
こ
に
入
れ
た
か
は
分
ら
ぬ
が
、
と
も
か
く
文
史
類
が
最
後
を
占
め

て
ゐ
る
の
は
、
當
時
、
批
評
學
が
目
錄
の
最
後
に
來
る
こ
と
の
必
要

が
自
然
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
」
と
い
う
。「
文
史
」
と
は

「
文
と
史
」
で
は
な
く
「
文
の
史
」
で
は
な
い
か
、
す
な
わ
ち

「
史
」
に
、
文
學
（
史
學
を
含
む
學
術
）
の
歷
史
的
變
遷
や
系
譜
の
探

源
と
い
う
「
批
評
」
意
識
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
可
能
性
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
文
論
著
述
に
「
史
」
と
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い
う
こ
と
ば
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
、「
文
史
」
類
の
誕
生
は
よ

り
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
節
「〈
文
學
〉
の
位
置
」
で
は
、
本
書
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て

き
た
文
學
論
・
批
評
の
位
置
か
ら
さ
ら
に
「
文
學
」
そ
の
も
の
が
、

そ
の
擔
い
手
で
あ
る
士
大
夫
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
價
値
を
も
つ
も

の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
は
、
辭
賦
の
道
を
否
定

し
つ
つ
政
治
的
な
功
業
を
こ
そ
願
う
と
い
う
曹
植
の
こ
と
ば
（「
楊

德
祖
に
與
う
る
書
」）
を
引
き
つ
つ
、
士
に
と
っ
て
「
文
學
」
が
あ
く

ま
で
も
道
德
や
政
治
に
從
屬
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

そ
の
一
方
、
詩
文
の
敎
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
士
た
る
も
の

の
前
提
條
件
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
他
者
の
作
品
を
自
作
と
偽
る
あ
る

士
人
の
逸
事
を
引
い
て
示
す
。
士
が
す
べ
て
「
文
學
」
を
身
に
つ
け

て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
れ
ば
、
自
ず
と
專
業
と
し
て
の
「
文
學
」、

職
業
と
し
て
の
「
文
學
者
」
は
存
在
し
え
ず
、「
文
學
」
の
「
批
評

家
」「
理
論
家
」
も
現
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
議

論
は
次
節
に
つ
な
が
る
。

　

第
四
節
「
批
評
の
可
能
性
」
で
は
、
作
品
の
正
し
い
評
價
や
理
解

は
そ
も
そ
も
可
能
な
の
か
に
つ
い
て
、
過
去
の
中
國
の
言
說
や
、
近

現
代
の
文
藝
作
品
の
實
驗
な
ど
に
も
目
を
配
り
つ
つ
問
題
を
提
起
す

る
。
一
方
、
不
完
全
な
批
評
に
對
す
る
非
難
の
言
表
は
、
理
想
の
解

釋
や
批
評
へ
の
希
望
と
表
裏
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
と
本
書
は
い
う
。

ま
た
「
作
詩
」「
評
詩
」「
觀
詩
」「
選
詩
」
の
困
難
を
述
べ
る
發
言

を
宋
元
期
の
著
述
か
ら
引
き
、
こ
う
し
た
發
言
の
露
出
に
文
學
理
論

や
批
評
の
「
自
己
主
張
」
を
見
い
だ
す
と
と
も
に
、
あ
る
意
味
で

「
文
學
」
の
周
緣
に
あ
っ
た
理
論
・
批
評
の
特
殊
な
位
置
づ
け
に
目

を
と
め
る
。

　

第
六
章
で
は
、『
易
』
の
繋
辭
傳
上
の
「
書
不
盡
言
、
言
不
盡

意
」
を
糸
口
に
し
て
、
文
學
作
品
、
そ
し
て
文
學
理
論
・
批
評
の
根

源
に
あ
る
言
語
そ
の
も
の
に
關
す
る
議
論
の
系
譜
を
み
る
。
ま
ず
は
、

言
語
は
考
え
・
思
い
を
傳
え
う
る
か
と
い
う
議
論
に
つ
い
て
。
次
に
、

傳
達
の
媒
體
と
し
て
の
言
語
と
傳
達
さ
れ
る
内
容
と
の
輕
重
、
す
な

わ
ち
「
得
意
而
忘
言
」
に
ま
つ
わ
る
議
論
。
ま
た
、
言
語
表
現
の
限

界
に
對
す
る
認
識
を
出
發
點
に
し
て
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
語
り
得
な

い
も
の
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
文
學
の
目
的
を
見
い
だ
す
議
論
。

「
言
」
と
「
意
」
と
の
あ
い
だ
に
「
象
」
な
る
要
素
を
介
在
さ
せ
、

さ
ら
に
文
學
が
生
み
出
す
現
實
を
超
え
た
世
界
「
境
」
を
想
定
す
る
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書
　
　
　
評

こ
と
な
ど
、
創
作
の
營
爲
を
め
ぐ
る
考
察
の
深
化
に
つ
い
て
槪
觀
す

る
。
著
者
は
樣
々
な
言
說
を
紹
介
し
つ
つ
、
中
國
の
人
々
は
言
語
表

現
の
可
能
性
に
對
す
る
信
賴
を
つ
ね
に
持
ち
續
け
て
き
た
と
述
べ
る
。

　

第
七
章
「
傳
統
の
總
括
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
文
學
に
お
け
る

「
古
典
」
の
あ
り
方
、
古
典
文
學
の
條
件
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ

の
第
一
の
條
件
が
文
言
の
使
用
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
う
え
、
章
の

冒
頭
で
は
、『
莊
子
』
に
み
え
る
孔
子
と
老
子
の
や
り
と
り
の
一
場

面
と
そ
れ
を
元
に
し
た
魯
迅
『
故
事
新
編
』「
出
關
」
の
一
節
を
擧

げ
、
同
じ
内
容
を
表
す
文
言
と
白
話
を
對
比
し
て
見
せ
る
。

　

本
書
は
古
典
中
國
に
お
け
る
文
學
の
大
き
な
特
徵
と
し
て
「
古
」

の
尊
重
を
擧
げ
る
。「
古
」
を
尊
ぶ
こ
と
を
前
提
に
し
た
と
き
、
過

去
の
中
國
の
知
識
人
た
ち
は
、
文
學
の
あ
り
方
の
歷
史
的
變
遷
を
ど

の
よ
う
に
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に
評
價
し
た
か
。
過
去
を
よ
し
と
す

れ
ば
、
自
ず
と
現
代
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
も
の
ご
と
の
價
値
は
低
く

な
る
。
こ
れ
を
如
何
に
克
服
す
る
か
が
後
人
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
く
る
。
筆
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
韓
愈
ら
の
「
復
古
」、
黃
庭
堅
の

詩
學
を
い
う
こ
と
ば
と
し
て
の
「
換
骨
」「
奪
胎
」
を
擧
げ
る
。
一

方
、
淸
朝
の
滅
亡
が
「
古
」
の
尊
重
と
文
言
の
使
用
と
い
う
安
定
し

た
文
學
環
境
の
否
定
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
、
胡
適
「
文
學
改
良
芻

議
」
に
よ
っ
て
示
し
、
同
時
に
ま
た
そ
の
「
芻
議
」
自
體
が
文
言
で

表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、「
古
」
の
因
襲
の
根
深
さ
を
認
め
る
。

　

本
書
の
最
後
、「〈
古
典
〉
と
〈
近
代
〉
の
閒
」
で
は
、
王
國
維
を

取
り
上
げ
る
。「
紅
樓
夢
評
論
」
で
は
、
小
說
世
界
を
歷
史
的
事
象

か
ら
切
り
離
し
、
登
場
人
物
の
中
に
人
閒
存
在
の
普
遍
的
な
要
素
を

見
よ
う
と
す
る
王
國
維
の
姿
勢
を
指
摘
。
ま
た
『
人
閒
詞
話
』
に
お

け
る
「
有
我
の
境
」「
無
我
の
境
」
か
ら
な
る
詞
の
分
析
と
、
詩
詞

の
別
を
超
え
た
文
學
的
境
地
の
追
究
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詞
に

詩
と
な
ら
ぶ
文
學
價
値
を
認
め
た
批
評
家
と
し
て
の
見
識
に
注
目
す

る
。
ま
た
『
宋
元
戲
曲
考
』
の
「
一
代
に
一
代
の
文
學
有
り
」
の
こ

と
ば
を
取
り
上
げ
、
古
典
中
國
の
歷
史
的
變
遷
の
中
で
生
み
出
さ
れ

て
き
た
樣
々
な
文
學
樣
式
を
、
雅
俗
を
問
わ
ず
評
價
す
る
視
點
に
着

目
す
る
。「
體
」
に
つ
い
て
は
後
の
も
の
は
前
の
も
の
に
敵
わ
な
い
、

し
か
し
「
文
學
」
そ
の
も
の
は
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
、

と
い
う
『
人
閒
詞
話
』
の
一
節
を
擧
げ
、
ジ
ャ
ン
ル
や
ス
タ
イ
ル
を

變
え
て
も
ま
た
新
し
い
力
と
魅
力
を
發
揮
す
る
「
文
學
」
の
可
能
性

を
信
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
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中
國
の
文
學
理
論
と
批
評
に
關
す
る
基
本
的
情
報
を
歷
史
に
沿
っ

て
網
羅
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
に
關
す
る
諸
問
題
を
樣
々
な
角
度

か
ら
論
じ
る
本
書
は
、
情
報
量
の
豐
富
さ
と
事
象
を
考
察
す
る
視
點

の
鮮
や
か
さ
が
そ
の
特
色
で
あ
る
と
思
う
。
評
者
も
、
こ
れ
ま
で
に

気
づ
く
こ
と
の
な
か
っ
た
視
點
、
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
資
料
を
、

本
書
に
よ
っ
て
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

事
項
の
選
擇
や
配
置
・
配
列
、
全
體
の
構
成
に
關
し
て
相
當
の
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
だ
。

本
書
の
一
部
と
二
部
の
關
係
は
、
あ
た
か
も
『
文
心
雕
龍
』
の
前
後

各
々
二
十
五
篇
の
そ
れ
を
み
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
一
つ
の
大
き
な

主
題
を
、
二
つ
の
軸
を
通
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
中
國
に

お
け
る
文
學
思
潮
の
豐
穰
を
多
角
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

文
學
に
關
す
る
問
題
を
考
え
る
契
機
、「
古
典
中
國
」
に
お
け
る

文
學
の
考
究
へ
と
つ
な
が
る
糸
口
が
あ
ち
こ
ち
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
と
ば
と
文
学
、
創
作
と
批
評
、
内
容
と
形
式
、「
古
」
と

「
今
」
な
ど
、
文
學
を
め
ぐ
る
問
題
、
そ
れ
を
考
察
す
る
種
々
の
ヒ

ン
ト
を
、
大
き
な
寶
庫
の
扉
を
開
い
て
示
し
て
く
れ
る
。
本
書
を
ひ

も
と
く
と
き
読
者
は
、
著
者
と
と
も
に
細
や
か
に
文
を
論
じ
る
喜
び

を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

文
學
硏
究
と
い
う
場
合
、
作
品
や
作
家
に
關
す
る
硏
究
が
中
心
領

域
で
あ
り
、
理
論
や
批
評
に
つ
い
て
は
、
そ
の
周
邊
に
位
置
す
る
も

の
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
書
に
導
か
れ
て
「
古
代
的
文
學

理
論
」
硏
究
へ
の
關
心
が
廣
が
る
な
ら
ば
、
中
國
の
古
典
文
學
の
硏

究
は
よ
り
充
實
す
る
こ
と
と
思
う
。

　

文
學
硏
究
に
關
す
る
知
的
刺
激
と
と
も
に
、
わ
た
し
が
個
人
的
に

も
っ
と
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
、「
今
」
こ
の
と
き
に
、
中
國
の

「
古
」
の
文
學
を
讀
む
こ
と
の
意
味
を
著
者
が
眞
摯
に
考
え
て
い
る

こ
と
が
本
書
の
隨
處
に
感
じ
と
ら
れ
た
こ
と
だ
。
王
國
維
の
文
學
觀

を
考
察
す
る
最
後
の
章
節
を
讀
み
終
え
た
と
き
、「
古
典
中
國
に
お

け
る
文
學
思
潮
」
と
い
う
本
書
の
副
題
の
も
つ
重
み
が
、
俄
然
胸
に

迫
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

�

（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
本
文
二
七
七
頁
）


